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１．はじめに

　JA からみた市場流通は、わか
っているようでブラックボックス

（外から見えない内部の仕組み）に
なっています。おそらく、きちん
とした説明や全体像を把握するこ
となく販売しているのが実態では
ないでしょうか？
　今回は、市場流通の全体像や各
段階の役割と攻略法まで解説しま

す。

２．市場流通の全体像を捉え
る

　下図は、皆さんお馴染みの市場
流通の全体図ですね。こうした商
流や物流はわかっていながらも、
JA の皆さんが日頃意識している
のは、隣接している生産者（生産

部会）、県本部、卸売市場くらい
ではないでしょうか？
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の段階を見ていきましょう。

３．JAの立場から各段階と
の付き合い方を考える

　次頁の表に市場流通の各段階と
それぞれの役割等をまとめてみま
した。まず、各段階の役割を俯瞰
して気がつくことはありません
か？   それは、皆さんが普段気に
している数量や価格は、あくまで
全体の中の一部の機能であること
です。各段階にそれぞれの役割を
果たしてもらえるように、JA 担
当の立場から彼らの役割を意識す
る感覚が必要です。
　表の左欄には一歩踏み込んだ付
き合い方を記載しています。全体
に言えることは、相手に対して期
待することです。人は頼られると
がんばろうと思うものです。そし
て JA が各段階とうまく接するこ
とで市場流通の機能がより活性化
するのです。
　生産者部会が一番 JA に期待し
ているのは、豊作時の価格底上げ
です。ここを頑張ることで、品薄
の時に生産者から協力を得られや
すくなります。そうすれば、卸、
仲卸に品薄時に少しでも数量確保
の協力ができ、好循環を生み出せ

　新人、若手の皆様は、全体の流
れを正確に掴んでこれからの販売
に臨んで欲しいのです。理由は下
記のとおりです。

①　市場相場は卸売市場だけが
作っているわけではない。全体
の動き、各段階の心理から形成
されているため。
②　卸売市場担当者の背後にあ
る仲卸、量販店の動きを知るこ
とで、卸売市場担当者との信頼
関係を築き、時には交渉力を増
すため。
③　今後の青果物流通は、JA
が直接仲卸、量販店と商談する
ことが想定されるため。
④　契約販売を成功するために
全体の流れを把握しておく必要
があるため。
⑤　全体像を掴むことで、長期
的な販売戦略が立てられるよう
になる。

　「木を見て森を見ず」という言
葉があるとおり、森を俯瞰する感
覚を日常の業務に取り入れていく
ことが、皆さんのスキルアップに
つながっていくと思います。それ
では、森を把握するためにも、個々
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チベーションになるのです。

４．全体最適を目指す

　生産者が見ているのは、シーズ
ンが終わった時点の販売単価です。
JA に一番期待しているのは、豊
作時の価格を少しでも上げて欲し
いという事です。そのためには、
数量が少ない時に卸、仲卸にどれ
だけ産地の恩を売れるかです。卸、
仲卸とお互い様の関係を作るため
には、その先の量販店、消費者の
立場も考慮することが必要になっ
てきます。

ます。
　「ない時こそ、少しでも集荷す
る努力」を卸や仲卸は見ています。
JA の役割に集荷があるのは、集
荷をコントロールする事でもある
のです。
　また、県本部の機能は、思って
いる以上に多い事に気がついて欲
しいのです。市場への牽制や新規
販売先開拓、情報など、普段 JA
の方が利用していない機能があり
ます。ぜひ積極的に相談や依頼を
してみましょう。彼らにとっては、
JA に期待されることが一番のモ
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どうかなのです。イメージする事
ができれば、相手の立場がわかり
接し方が変わってきます。そのた
めには、日頃から電話や直接会っ
て会話する姿勢が必要です。

　今回は市場の全体像を捉えるこ
とで得られるメリットを解説しま
した。今後は相場の泳ぎ方、契約
販売の手法、量販店との付き合い
などを解説していきます。

　難しい点ですが、その時の相場
に左右されずに、シーズン通して
一番高く売るためには、各段階の
特性を意識して、今より一歩踏み
込んで付き合い、全体最適の状態
を目指すことです。

５．最後に

　園芸の販売で大切な事は、各段
階の立場やどのようなやり取りで
今の荷物が動いているのかを、な
るべく具体的にイメージできるか
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